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Abstract 
 
本研究は、女性向け教養番組の編成を通観し、｢花」を主題とする講座に関す
る一次資料の調査と分析をおこなうことによって、女性視聴者層への文化伝播
の様相を、具体的事例に基づいて考察した。 
日本における放送メディアは、1925 年のラジオ放送によって始まり、1953
年にはテレビ放送が開始されて、今日に至るまで 90 年以上の時を刻んでいる。
しかし、その歴史を通観しつつ一次資料に基づいて事例を検証する研究はまだ
多くおこなわれていない。放送の遺産を歴史上のものとし、その事蹟を実証的
にとらえて特性を明確にすべき時が来ているといえる。 
1925 年 3 月 22 日、東京放送局仮放送開始時の挨拶で、総裁後藤新平は、放
送事業の職能は、第一に「文化の機会均等」であり、対象者はとりわけ家庭に
いる女性であるとした。その目的を果たすためのコンテンツとして設けられた
のが、女性向け教養番組である。 
女性向け教養番組のうち、放送開始当初から編成されたのは、「生活に役立つ
実用的な内容」を旨とする番組群であり、その主たる放送枠（定曜定時に編成
され、定められた形式と分野の中でさまざまな主題が採り上げられる「枠」と
しての番組）は、『家庭講座』、『女性教室』、『婦人百科』と移り変わった。それ
らの放送枠において採り上げられた主題には、大きく分けて、裁縫（洋裁・和
裁）や料理などの実用技術と「花」（花を活ける文化）や「茶」（茶を喫する文
化）などの生活に根ざした日本文化があった。 
そのうち、「花」は、放送開始時から女性向け教養番組における中核的な主題
であり、放送と「花」との関連が幾つかの文献に記載されていることから、ラ
ジオとテレビ双方において、文化を伝播する役割を果たしたと想定される。し
かし、その実態についてはこれまで詳しく研究されることはなかった。また、
女性向け教養番組についても、貴重な研究や調査は散見されるものの、いずれ
もある特定の時期や利用動向を対象とした限定的なものであり、放送史を通観
した詳細な分析と考察はおこなわれてこなかった。 
そこで、本研究は、女性向け教養番組における「花」を主題とする講座に関
する一次資料を調査し、分析をおこなうことによって、女性視聴者層への文化
伝播の様相を、具体的事例に基づいて実証的に解明することを目的とした。 
調査の主たる対象は、「番組の公式記録｣であり、「放送を記録の上からたどる
ことができる唯一の第一次資料」と評価されている『番組確定表』とした。そ
こに記録された放送実績を調査し、放送本数の年度ごと推移、各回の副題にお
ける関連語の出現率、出演者の属性についての構成比率などを分析することに
より、考察をおこなった。 
日本における放送にはいくつかの節目がある。本研究では、1925 年 3 月の放
送開始から 1937 年 7 月の盧溝橋事件勃発までをラジオ草創期、1937 年 7 月以
降、1945 年 8 月 15 日の玉音放送によって戦争の終結が告げられるまでをラジ
オ戦時期、1945 年 8 月 15 日以降、1952 年 4 月 28 日に「日本国との平和条約
（サンフランシスコ平和条約）」が発効するまでをラジオ占領期、1952 年 4 月
28 日以降、「人びとのテレビ視聴がすでにラジオ聴取にとってかわり、かつての
ラジオ全盛時代に比肩するほどのテレビ接触が行なわれていることは明らか」
になった 1964 年度末までをラジオからテレビへの転換期、前の期と一部重複す
るが、1953 年 2 月 1 日のテレビ放送開始以降、テレビ普及が頂点に達した後、
安定した状態を保った 1981 年度末までをテレビ発展期、1982 年度以降、視聴
意向や視聴時間量の減少と新機軸番組の台頭などの変化を経て、視聴意向が回
復する 1992 年度末までをテレビ変化期とし、これらの時期ごとに女性向け教養
番組における「花」を主題とする講座についての調査と考察をおこなった。 
ラジオ草創期については、文化の伝播に関してラジオという新しいメディア
が有した特徴を明らかにすることを課題として、調査、分析し、考察をおこな
った。そして、ラジオ草創期の女性向け教養番組および｢花」を主題とする講座
の特徴について、次の諸点を明らかにした。すなわち、（1）草創期の女性向け
教養番組は、三つの放送枠を設置して、「教養」の多義性および女性聴取者の知
識の程度にきめ細かく対応しようとしていたこと、（2）「花」を主題とする講座
には、季節性と入門性それぞれを主旨とする二つの類型があり、そのうち、入
門性を主旨とする講座は、テキストを発行することによって、映像が無いとい
うラジオの欠点を補い、異なるメディアの連携による相乗効果を発揮していた
こと、（3）「花」を主題とする講座の放送が新興流派の発展に寄与したことが、
放送というメディアが有する広範な伝達能力を事例として示していることであ
る。これらのことにより、本研究は、文化の伝播に関してラジオという新しい
メディアが有した特徴の一端を明らかにしたといえる。 
ラジオ戦時期および占領期については、両時期の放送実績と編成の特徴を対
照することで、両時期における女性向け教養番組と「花」を主題とする講座の
相違点あるいは共通点を明らかにすることを課題として、調査、分析し、考察
をおこなった。そして、戦時期および占領期での女性向け教養番組および「花」
を主題とする講座の特徴について、次の諸点を明らかにした。すなわち、（1）
戦時期には女性向け教養番組は 1 放送枠のみに削減され、占領期には逆に数多
くの放送枠が新設されるという相違点があるにも関わらず、いずれの時期にお
いても「花」を主題とする講座の編成は低調であるという共通点があること、（2）
戦時期および占領期の女性向け教養番組は、共に「教化」としての教養を主眼
としており、「花」のような生活文化の伝播がおこなわれる余地は小さかったこ
と、（3）戦時期の例外的な連続型講座の編成や、占領期の後における大規模連
続型講座の復活が、多くの反響と支持を集めたことは、放送メディアが創設時
にめざした「文化の機会均等」の重要性を改めて示していることである。これ
らの結果は、両時期の相違点と共通点を明らかにしたものといえる。 
ラジオからテレビへの転換期については、この時期にラジオとテレビ双方で
講座が放送されていた場合、それぞれのメディアにおける特徴、特にテレビと
いう新しいメディアにおける特徴を明らかにすることを課題として、調査、分
析し、考察した。そして、この時期におけるラジオとテレビの「花」を主題と
する講座は、同時期に対象を同じくして放送され、放送時間帯はラジオとテレ
ビとで棲み分けが図られていたことを明らかにし、その上で、次の諸点を考察
した。すなわち、（1）女性向け教養番組における｢花」を主題とする講座の二つ
の類型のうち、入門性を主旨とする連続型講座は、テキストと連携していたラ
ジオに、季節性を主旨とする単発型講座は、映像を有するため四季折々の花を
視覚的に伝えることができるテレビにと、大まかに分化したこと、（2）その後、
ラジオは「ながら聴取」が主流となり、講座は放送されにくくなる一方、テレ
ビにも入門性を主旨とする連続型講座が編成されるようになって、映像を有す
るテレビでもテキストの随時参照性が求められ、出版という異なるメディアと
の連携が有効であることが明らかになったこと、（3）テレビでは、女性出演者
（講師）が登用され、講座の内容だけでなく講師の映像も重要な要素となった
ことである。これらの結果から、本研究は、ラジオからテレビへの転換期にお
ける、ラジオとテレビそれぞれの特徴を明らかにしたといえる。 
テレビ発展期については、この時期には「花」と同時に「茶」も女性向け教
養番組の主題となったことから、「花」と「茶」それぞれを主題とする講座の放
送を比較することによって、調査、分析し、考察をおこなった。そして、次の
諸点を明らかにした。すなわち、（1）女性向け教養番組の系譜は「実用」を旨
とするものに収斂し、この期の半ばに、「花」も「茶」も講座の放送本数が最多
となって、講座形式による伝統的な生活文化伝播の最盛期を形成したこと、（2）
「花」では、四季折々の花々による作例を紹介する「季節」の内容が主であっ
た一方、「茶」では、所作や点前を教授する「技法」の内容が主であったという
点で、テレビにおける両者の伝達のされ方には差異があったこと、（3）特に「花」
は、いけばなブームによる女性視聴者層への訴求やレジャーの多様化による新
たな趣味講座番組の開発が放送本数の増減に影響していると考えられる点で、
社会情勢とテレビメディアとの連関をより鮮明に反映したといえることである。
これらの結果によって、本研究は、テレビによる日本文化伝播について、その
様相の一端を明らかにしたといえる。 
テレビ変化期については、この期の女性向け教養番組と「花」を主題とする
講座について、変化の有無を明らかにし、この期の「花」を主題とする講座が
有する特徴をテレビの「変化」と照応することを課題として、調査、分析し、
考察をおこなった。調査と分析にあたっては、副題の記述に対して形態素解析
をおこない、当該期の副題における品詞分布の変遷と番組概要に記された編成
方針との関連を分析した。特に｢花」を主題とする講座については、形態素解析
の結果を踏まえて、副題の記述における名詞と動詞の出現率の推移と時代背景
との関連を分析した。そして、次の諸点を明らかにした。すなわち、テレビ変
化期では、番組の形式には表立った変化がなかった女性向け教養番組における
「花」を主題とする講座についても、（1）1980 年代半ばの「模索の時期」と同
期して、副題における品詞分布の遷移が生じており、社会情勢の変化に対応し
た、なんらかの模索がおこなわれていたことを示唆していること、（2）品詞分
布の遷移は、『年鑑』における番組ジャンルごと記載の消滅や対象視聴者層の記
述の変化とも同期しており、「家庭にいる女性」という創設以来の対象が消失し
つつあったことに連関していると考えられること、（3）テレビ変化期の末に『婦
人百科』が終了し、「個性の創造」を目的とする新たな放送枠の設置へと向かっ
たことは、文化の機会均等を果たすという使命が終結したことを意味しており、
テレビにおける変化のみならず、放送開始以来の日本文化伝播の歩みの上でも、
ひとつの終結点を示していることである。これらの結果、本研究は、この期の
女性向け教養番組と「花」を主題とする講座が有する特徴を、テレビの「変化」
と照応して、明らかにしたといえる。 
本研究の成果は、女性向け教養番組における「花」を主題とする講座が、開
始時の放送が目的とした「文化の機会均等」に貢献したこと、および、近代流
派普及への貢献、「季節性」の一貫した存在、ラジオとテレビ双方におけるテキ
ストの必要性と出版との連携、映像を有するテレビにおける出演者の重要性、
社会情勢と放送本数増減の連関などによって、放送というメディアの特性を際
立たせていることを明らかにした点にある。  
A Study of Cultural Broadcast Programs for Women: 
Genealogy and Quantitative Analysis of Flower Arrangement Courses 
 
Abstract 
 
The purpose of this study is to examine cultural broadcast programs for women in 
Japan by investigating and analyzing primary materials on courses with “flower (hana)” 
as the theme. 
On March 22, 1925, the first day of broadcasting in Japan, the Governor of the Tokyo 
Broadcasting Station stated that the primary function of broadcasting was to equalize 
cultural opportunities, primarily for women in individual households. Accordingly, 
cultural programs for women were created. 
Among them, programs that presented practical information regarding the culture 
were organized, and the main broadcast slots featured Katei Kouza (Household 
Courses), Josei Kyoshitsu (Ladies’ Class), and Fujin Hyakka (Encyclopedia for Women). 
Themes for available broadcast slots can be largely classified into two categories: 
practical skills, such as dressmaking and cooking, and the Japanese culture of everyday 
life, including arranging flowers and serving tea. 
Arranging flowers especially has been a core theme in programs for women. 
Nevertheless, its achievement has not been studied comprehensively. Although some 
valuable studies regarding cultural programs for women have appeared occasionally, 
none have fully analyzed them based on the history of broadcasting. 
Confirmed Broadcast Record Sheets were used in this study; these sheets are 
regarded as the official record of programs and the only primary source for broadcasting 
in Japan. Data were investigated and changes in the yearly number of broadcast 
programs, the appearance ratio of related terms in titles, and the distribution ratio of 
performers’ characteristics were analyzed. 
As Japanese broadcast history has several turning points, this study divides it into six 
periods, as follows: “Radio early period”: March 1925 (the opening of the first radio 
station) to July 1937 (outbreak of the Second Sino-Japanese War), “Radio under the war 
regime period”: July 1937 to August 1945 (end of World War II was declared by the 
Emperor’s broadcast), “Radio under occupation period”: August 1945 to April 1952 
(effectivation of the Treaty of Peace with Japan), “Radio to Television transition 
period”: April 1952 to the end of the 1964 fiscal year (at that time, it was obvious that 
people had already changed from radio listening to television viewing), 
“Television development period”: February 1953 (the beginning of television 
broadcasting), to the end of the 1981 fiscal year (until then, television viewing time 
remained stable); and “Television change period”: the 1982 fiscal year to the end of the 
1992 fiscal year (the end of Fujin Hyakka, a cultural program for women). Flower 
arrangement courses as cultural programs for women were investigated in each period. 
Regarding the “Radio early period,” characteristics of the new medium called radio 
were analyzed in terms of culture propagation. Findings revealed that: (1) cultural 
programs for women in the early years filled three broadcast slots and dealt with the 
diversity of culture and the degree of knowledge of female listeners; (2) flower 
arrangement courses were of two types—seasonal and introductory—, with the 
introductory type compensating for the shortcomings of radio as an auditory channel 
with the issuance of textbooks, demonstrating the synergistic effect of cooperation 
among different media; and (3) the broadcast of flower arrangement courses contributed 
to the development of emerging schools as an example of the far-reaching transmission 
capability possessed by broadcast media, clearly showing some of the characteristics of 
radio as the new medium for culture propagation. 
As for the periods of “Radio under the war regime” and “Radio under occupation” 
periods, this study included an analysis of the differences and similarities between 
flower arrangement courses in both periods. Considerations were as follows: (1) 
although cultural programs for women were reduced to only one broadcast slot under 
the war regime, many new slots emerged under the occupation, the organization of 
flower arrangement courses was sluggish during both periods; (2) cultural programs for 
women in both periods focused on culture as “edification,” and there was little room for 
the propagation of flower arrangements; and (3) the formation of exceptional courses 
under the war regime and the revival of continuous courses after the occupation reiterate 
the importance of reinforcing equal cultural opportunities as the mission of broadcast 
media.  
Regarding the “Radio to Television transition period,” the characteristics of each 
medium were investigated. This study clarified that flower arrangement courses in this 
period were broadcast simultaneously by radio and television, with considerations for 
the following: (1) in the beginning, the classes of courses were roughly differentiated, 
with continuous courses classified as introductory confined to the radio and textbooks, 
and one-time seasonal courses limited to television to convey flowers of the seasons 
visually; (2) subsequently, lectures became difficult to broadcast via radio as “listening 
while doing something else” became mainstream, as the continuous introductory type 
began on television and it became clear that the use of publications was effective even 
on television because of occasional references to textbooks; and (3) in television, female 
lecturers were appointed because images of the performers were becoming important 
broadcast elements.  
As for the “Television development period,” broadcasts of tea ceremony courses were 
organized in the same way as flower arrangement courses. Thus, the two were compared 
to clarify the aspect of Japanese cultural propagation by television. Considerations in 
this investigation included the following: (1) the genealogy of cultural programs for 
women converged toward those focused on culture and practicality and in the middle of 
this period, the number of broadcasts regarding flowers and tea reached its peak; (2) the 
proportion of seasonal subjects was relatively large for “flower,” whereas for “tea,” 
techniques were largely discussed; and (3) “flower,” in particular, more clearly reflected 
the link with the social aspect of television in terms of its appeal to the female audience 
based on the Ikebana boom and the development of new hobby lecture programs 
reflecting the diversification of leisure.  
Regarding the “Television change period,” changes in cultural programming for 
women and flower arrangement courses were investigated, and characteristics of the 
courses during this period were analyzed. Furthermore, a morphological analysis was 
performed regarding the descriptions of titles, and the relationship between the 
transition in the distribution of parts of speech in titles and organizational policy was 
analyzed. In terms of flower arrangement courses, the relationship between the 
transition in the appearance rate of nouns and verbs and the background for descriptions 
of titles based on the result of the morphological analysis were examined. 
Accordingly, the following were considered: (1) in sync with the “time of seeking” in 
the mid-1980s, there was a transition in the distribution of parts of speech in titles, 
suggesting that some sort of search was underway in response to changes in the social 
situation; (2) the transition of the distribution of parts of speech synchronized with the 
annihilation of the program genre described in the “yearbook,” indicating that there 
might be some link between the change in the description of the target audience and the 
fact that women in individual households as the target audience were disappearing; and 
(3) the fact that the end of Fujin Hyakka corresponded to the end of this period and the 
rise of new broadcast slot aiming at the “creation of individuality” implies that the 
mission for ensuring equal cultural opportunities was completed.  
The results of this study empirically clarify that flower arrangement courses in 
cultural programs for women accentuated the character of broadcast media and their 
contribution to equal opportunity in terms of culture, the consistency of seasonality, the 
necessity of textbooks for both radio and television broadcasting, the importance of 
performers on television because of its visual nature, and the relationship between social 
situations and increases and decreases in the number of broadcasts. 
